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専攻長あいさつ

固体地球系
流体地球系

太陽惑星空間系

地球物理学は、地球という惑星を物理学の手法を用いて解明する

学問分野です。その対象は、地震、火山、海洋、大気、オーロラ、

惑星と多岐に渡り、近年は太陽系外の惑星も対象に含め、地球や

惑星に生起する様々な現象を支配する法則を明らかにすることを

目指しています。大自然と対峙しながら学理を探求し、物理学を

駆使して自然界の成り立ちや仕組みを明らかにできることが、地

球物理学の魅力です。

また、地球物理学は、地震・火山・気象・宙空災害などの自然災

害や、地球温暖化などの環境問題に立ち向かう上でも、大きな役

割を果たすことが期待されています。宇宙空間を含む人類活動の

フロンティアを開拓する上でも、重要な役割を果たします。地球

規模での難題が山積する現代において、持続可能な社会を実現す

るために、地球物理学の重要性はさらに増しています。

東北大学の地球物理学専攻は、その規模、内容ともに世界トップ

クラスを誇ります。地球や惑星を舞台に地球物理学の学理を探求

し、持続可能な社会の実現に資する研究を進める上で、最先端の

恵まれた教育・研究環境を有しています。最先端の研究に挑戦す

る強い意欲を持ち、自由な発想と想像力を持つ皆さんの参加を

待っています。

2022 年度 専攻長

山崎　剛
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研 究 紹 介

複雑な断層破壊、多様な火山噴火現象、不均質な地球内部

構造とその中を伝搬する地震波特性を、データ解析や理論・

数値モデリングに基づいて研究しています。右図は、雑微

動の相互相関関数のコヒーレンス変化から求めた、2011

年東北地方太平洋沖地震に伴った東北地方の地殻浅部にお

ける地震波散乱係数の変化を示しています。いくつかの活

火山周辺で大きな変化が見られることが分かります。
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017 年 12 月に、政府地震調査研究推進本部

は、北海道沖の千島海溝沿いで、今後 30 年

以内にマグニチュード (M) 8.8 以上の超巨大地震が

発生する確率が最大 40% とする見解を発表しまし

た。同地域では北海道東部における津波堆積物調査

から、17 世紀に 1952 年十勝沖地震（M8.2）をは

るかに超える規模の津波が発生したと推定され、さ

らに同様の地震が同じ領域で繰り返し発生している

可能性が指摘されています。

では、こうした過去に発生した千島海溝における超

巨大地震は、どのような特徴を持っていたのでしょ

うか？例えば 2011 年東北地方太平洋沖地震 ( マグ

ニチュード 9.0) では、沈み込む太平洋プレートと

陸側プレートの間のプレート境界において大きなす

べりが生じました。特に、プレート境界の浅部にお

いて 50m を大きく超えるような大規模なすべりが

生じていたことが、東北大学や海上保安庁の GNSS

音響結合方式海底地殻変動観測 (GNSS-A 観測 ) や

海底水圧観測によって明らかになっています。実

は、過去に千島海溝で発生した超巨大地震において

も 2011 年東北地方太平洋沖地震と同様に、プレー

ト境界の浅い部分で大きなすべりが生じていた可能

性があることが、北海道大学の研究グループの津波

堆積物と津波シミュレーションの結果から示されて

います（Ioki and Tanioka, EPSL, 2016）。しかし現

在の千島海溝において、そうしたプレート境界浅部

に地震を引き起こすエネルギーとなるひずみの蓄積

が生じているかは、陸上の GNSS 観測網等からでは、

その距離が陸域から遠いため把握が困難です。

こうした背景から、東北大学大学院理学研究科およ

び災害科学国際研究所、ならびに北海道大学大学院

理学研究院では共同して、千島海溝根室沖における

プレート境界のひずみ蓄積状態を把握するための海

底測地観測網を 2019 年 7 月に構築しました。私た

ちは新青丸共同利用航海 (KS-19-12) において、根

室沖に GNSS-A 観測点を 3 点 (G21, G22, G23, 図

1 に設置時の海底局の写真を示す )、沈み込む太平

洋プレートと陸側プレートの間の距離変化を実測す

る た め の ADM (Acoustic Distance Measurement、

海底間音響測距 ) 観測点を 3 点 (N-ADM) 設置しま

した。図 2 に今回設置した観測網を示します。図

中の破線で囲まれた T, N, S とあるのは、Ioki and 

Tanioka (EPSL, 2016) によって推定された 17 世紀

の超巨大地震の断層モデルであり、S とあるのが、

プレート境界浅部における大すべり域を示していま

す。T と N は、地震時すべりのうち、十勝沖に相当

する部分、根室沖に相当する部分をそれぞれ示して

います。G22 は過去にプレート境界浅部における大

すべりが生じたと考えられている部分（S）の直上

に設置されています。さらに、十勝沖の領域 (T) の

西端では、地震計のアレイ観測 (LTOBS と表記 ) を

行うことで、同領域の地震活動について詳細に調べ

ることを目指しています。今後は特に、今回設置し

た GNSS-A 観測点 3 点で年１回程度の繰り返し観

測を行うことで、根室沖、特にプレート境界浅部に

おけるひずみ蓄積がどの程度生じているのかを定量

的に明らかにし、将来同地域で発生しうる巨大地震

の規模やすべり様式について、新しい知見を得たい

と考えています。
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ジオスペース探査衛星「あらせ」（ERG）

© ERG Science Team
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E-mail：gp-nyushi@grp.tohoku.ac.jp

研究室等へのコンタクト先がわからない

場合などもこちらから。

[ 地球物理学専攻 Web ]

https://www.gp.tohoku.ac.jp/

地球物理学専攻の入試全般に関して

東北大学大学院理学研究科

教務課 教務企画係 物理系担当

電話：022-795-6494

募集要項発表　2022 年 4 月

事前審査の申請締切　2022 年 5 月 16 日（月）

出願受付　2022 年 6 月 1 日（水）～ 7 日（火）

面接試験　2022 年 6 月 25 日（土）

合格内定者の発表　2022 年 6 月 27 日（月）

一般選抜入学試験及び自己推薦入学試験の募集要項は理学研究科のウェブサイト「大学院入試方法」の頁

に掲載されています。出願書類所定用紙もこのウェブサイトからダウンロードできます。また出願手続き

はインターネット出願システムで行います。詳細は理学研究科のウェブサイトをご確認ください。

https://www.sci.tohoku.ac.jp/juken/graduate-admission.html#4

募集要項発表　2022 年 6 月

事前審査の申請締切　2022 年 6 月 22 日（水）

出願受付　2022 年 7 月 11 日（月）～ 15 日（金）

筆記試験　2022 年 8 月 18 日（木）

面接試験　2022 年 8 月 19 日（金）

合格内定者の発表　2022 年 8 月 22 日（月）

令和 5 年度 博士課程前期 2 年の課程 入学試験（2022 年実施）について

地球物理学専攻では、地球や惑星における自然現象の理解

を目指して、物理学に基礎をおき、研究および教育を実施

してきました。しかし、最近の学問の発達に伴い、地球物

理学の各分野でも学際化が急速に進んでいます。これから

は、物理学だけではなく、他の学問分野との融合を積極的

に図りながら、新たな学問分野を創生していく必要があり

ます。また、社会との接点を持つ機会も多くなり、自然科

学の視点から社会へ貢献することも重要な課題となってき

ました。そこで、地球物理学専攻では、この学問領域をさ

らに広げ、環境問題、地震噴火予知、気候温暖化、宇宙開

発などさまざまな分野で活躍できる人材を育成することを

目指します。自己推薦入学試験では、学部教育において、

地球物理学分野のみならず、物理学、地学、生物学、化学、

工学などの、異なる学問分野で十分な基礎学力を修得し、

当大学院において明確な学習・研究目標とそれを達成する

能力を持つ方を選抜します。 

自己推薦入学試験の受験をお考えの方は、制度を十分に理

解していただくため、事前の研究室訪問や大学院説明会へ

の参加をお願いします。

また、過去問は下記の地球物理学専攻の大学院入試の頁でも公開されています。

https://www.gp.tohoku.ac.jp/entrance-exams/entrance-exams-top.html



19
18



21
20

教 員 一 覧
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地球物理学専攻博士後期課程

*1：連携委嘱（本務先：国立研究開発法人 防災科学技術研究所）　*2：特任教授（客員）（本務先：富士通株式会社）　*3：兼務（本務先：災害科学国際研究所）　

*4：客員（連携委嘱）（本務先：国立研究開発法人 海洋研究開発機構）　*5：クロスアポイントメント（本務先：東京大学 地震研究所）　

*6：連携委嘱（本務先：国立環境研究所）　*7：クロスアポイントメント（本務先：日本工業大学）　*8：兼務（本務先：学際科学フロンティア研究所）　

*9：兼務（本務先：環境科学研究科）　*10：連携委嘱（本務先：名古屋大学 宇宙地球環境研究所）

西村 太志    教授

藤原 広行    教授 ( 委 *1)

西出 則武    特任教授 ( 客 *2)

中原 恒       准教授

小園 誠史    准教授（委 *1）

加納 将行　 助教

田口 貴美子  助教

三浦 哲       教授 ( センター長 )

松澤 暢       教授

趙 大鵬       教授

日野 亮太    教授

木戸 元之    教授 ( 兼 *3)

小平 秀一    教授 ( 客 *4)

岡田 知己    准教授

矢部 康男    准教授

山本 希       准教授

太田 雄策　准教授

内田 直希　准教授（ク *5）

福島 洋       准教授 ( 兼 *3)

市來 雅啓    助教

豊国 源知    助教

東 龍介       助教

高木 涼太    助教

吉田 圭佑    助教

富田 史章　助教（兼 *3）

山崎 剛       教授

余 偉明       准教授

伊藤 純至    准教授

須賀 利雄    教授

木津 昭一    准教授

杉本 周作    准教授

［物質循環学分野（物質循環観測研究部・
大気海洋交換研究部）］

森本 真司    教授

伊藤 昭彦    教授 ( 委 *6)

［気候物理学分野（大気放射観測研究部）］

早坂 忠裕    教授 ( センター長 )

岩渕 弘信    准教授

Pradeep Khatri    講師

［衛星海洋学分野（海洋環境観測研究部）］

安中 さやか 教授

境田 太樹    准教授

加藤 雄人    教授

熊本 篤志    准教授

佐藤 由佳    准教授（ク *7）

川面 洋平    助教（兼 *8）

北原 理弘    助教

寺田 直樹    教授

村田 功       准教授（兼 *9）

中川 広務    助教

黒田 剛史    助教

笠羽 康正    教授 ( センター長 )

小原 隆博    教授

三好 由純    教授 ( 委 *10)

三澤 浩昭    准教授

坂野井 健    准教授

土屋 史紀    准教授

鍵谷 将人    助教

堺 正太朗    助教
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[ 出典 ]

東北大学 理学部案内

https://www.sci.tohoku.ac.jp/about/backnumber/
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〒 980-8578

宮城県仙台市青葉区荒巻青葉 6 番 3 号

https://www.gp.tohoku.ac.jp/


